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翻訳スタイルマネージャ 

翻訳スタイルマネージャを起動します。 

ヘルプ 

オンラインヘルプを表示します。 

 

基本的な翻訳操作 
ここでは［翻訳（対訳）］ボタンで翻訳を行う例を紹介します。 

 

翻訳するWordの文書を開きます。 

［原語の選択］ボタンをクリックし、プルダウンメニ

ューから原語を選択します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

訳語を選択します。 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

必要に応じて翻訳スタイルを選択します。 
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翻訳するテキストをマウスの左ボタンを押しなが

らなぞって強調表示させます。（この操作を「選択

する」といいます。）次に［翻訳（対訳）］ボタンをク

リックします。 

 

 

翻訳が開始されます。 
 

 

 

  

 

 

 

 

終了すると、原文と訳文が上下に表示されます。 

 

 

 

 

このように、Wordの文書を簡単に翻訳することが

できます。 
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Microsoft Excel で翻訳を行うには 

ここでは、Microsoft Excel 2007 に翻訳機能を組み込んで翻訳する方法を説明します。Excel 2002／

2003 でも同様です。なお、Excel での翻訳は、セル単位で行われます。 
 

●制限ユーザで Microsoft Office アプリケーション（Word、Excel、PowerPoint、Outlook）のアドイン機能をご使用になる場

合は、コリャ英和！中国語 V2 がインストールされる前に Office アプリケーションがインストールされている必要がありま

す。後から Office アプリケーションのインストールを行った場合、コリャ英和！中国語 V2 の修正インストールを行ってくだ

さい。修正インストールについては、インストールガイドの「12［重要］コリャ英和！中国語の修正と削除を行うには」をご覧

ください。 
●OS が Windows Vista または XP のときご利用になれます。 

Microsoft Excel 2007 に翻訳機能を組み込むには 
翻訳機能を組み込む手順を説明します。 

 

［スタート］ボタン→［（すべての）プログラム］→［コリャ英和！中国語V2］→［設定ツール］→［アドイン設定］の順に選択しま

す。 

［アドイン設定］ダイアログボックスが開きます。 
 

［Microsoft Excel アドイン］をONにし、ダイアロ

グボックスを閉じます。 

 
 

 

 

 

 
［Microsoft Excel アドイン］を OFF にすると、翻訳機能を解除できます。 

Microsoft Excel 2007 に組み込まれた翻訳機能 
翻訳機能が組み込まれた Microsoft Word 2007 では、リボンに翻訳機能のタブが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［コリャ英和！中国語 V2］タブ 
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ツールバーの名称と機能 ............................................................................  
●コリャ英和！中国語 V2 タブ 
 

 

 

 
 

 

 

 

それぞれのコマンドの機能については、「2 Microsoft Word で翻訳を行うには」を参照してください。 

基本的な翻訳操作 
ここでは［翻訳（訳文のみ）］ボタンで翻訳を行う例を紹介します。 

 

Excelにデータを入力し、原語を選択します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訳語を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

1 

原語の選択 

翻訳スタイルの選択 

翻訳（訳文のみ）

翻訳（対訳） 

辞書ビューワ

ヘルプ

翻訳スタイルマネージャ サーチ翻訳

訳語の選択 

辞書ビューワ

読み上げ 

ピンイン表示 
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必要に応じて翻訳スタイルを選択します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

翻訳するセルを選択します。次に［翻訳（訳文の

み）］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

翻訳が開始されます。 

 

 

 
 

 

終了すると、原文が訳文に入れ替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように、Excel のセルを簡単に翻訳することができます。 
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ジャストシステム一太郎で翻訳を行うには 
ジャストシステムの「一太郎」に翻訳機能を組み込んで活用することができます。組み込める一太郎のバ

ージョンは、2004／2005／2006／2007 です。ここでは、一太郎 2007 に翻訳機能を組み込んで翻訳を

行う方法を説明します。一太郎 2004／2005／2006 でも同様です。 

一太郎 2007 に翻訳機能を組み込むには 
翻訳機能を組み込む手順を説明します。 

 

［スタート］ボタン→［（すべての）プログラム］→［コリャ英和！中国語Ver.2］→［設定ツール］→［アドイン設定］の順に選択し

ます。 

［アドイン設定］ダイアログボックスが開きます。 
 

［ジャストシステム一太郎アドイン］をONにしま

す。 
 

 

 

 

 

一太郎が起動し、「コリャ英和！中国語 Ver.2 一

太郎アドインの手引き」が開きます。 
 

 

「コリャ英和！中国語 Ver.2 一太郎アドインを導

入するには～」の［ここ］ボタンをクリックします。 
 

 

 

 

 

 

これで、翻訳機能の組み込みが開始され、確認メ

ッセージが表示されます。 
 

 

 

［はい］ボタンをクリックして終了します。 
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翻訳機能を解除するときは、一太郎を終了してから［アドイン設定］ダイアログボックスを開き、［ジャストシステム一太郎ア

ドイン］を OFF にします。一太郎が起動し、「コリャ英和！中国語 Ver.2 一太郎アドインの手引き」が開きます。「システム

に導入したアドインを削除する場合は～」の［ここ］ボタンをクリックし、画面の表示にしたがって操作します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一太郎 200７に組み込まれた翻訳機能 
翻訳機能が組み込まれた一太郎 200７では、翻訳機能のツールバーおよびメニューが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

翻訳方向とスタイルの設定 

［翻訳エンジンとスタイルの設定］ダイアログを開きます。翻訳方向の変更、翻訳スタイルの変更、選択した翻訳スタイルの

編集を行えます。 

 

 

 

 

 

 

$ 翻訳スタイルについては、第 1 章の「2 コリャ英和！中国語 V2 の翻訳スタイルについて」をご覧ください。 

翻訳（訳文のみ）  

選択されているテキストの翻訳を行い、訳文のみを表示します。 

翻訳（対訳） 

選択されているテキストの翻訳を行い、上下対訳形式で表示します。 

翻訳エディタで翻訳 

翻訳エディタを起動し、選択されたテキストを翻訳します。 

翻訳方向と翻訳スタイルの選択 

翻訳エディタで翻訳

翻訳エディタから訳文を取得

翻訳（訳文のみ）

辞書ビューワ

ヘルプ 

翻訳スタイルマネージャ 

音声読み上げ 

サーチ翻訳

翻訳（対訳）

ピンイン表示 
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翻訳エディタから訳文を取得 

［翻訳エディタで翻訳］ボタンで原文を翻訳したのち、翻訳エディタから訳文を取得し、選択したテキストと入れ替えます。 

辞書ビューワ 

辞書ビューワを起動し、翻訳辞書で選択したテキストの辞書引きを行います。 

サーチ翻訳 

［サーチ翻訳］ウィンドウを表示します。 

音声読み上げ 

選択された中国語のテキストを読み上げます。中国語以外の読み上げはできません。 

ピンイン表示 

選択された中国語のテキストのピンインを表示します。 

翻訳スタイルマネージャ 

翻訳スタイルマネージャを起動します。 

ヘルプ 

一太郎アドイン翻訳機能のオンラインヘルプを表示します。 

基本的な翻訳操作 
ここでは、［コリャ英和！中国語 V2 翻訳（対訳）］ボタンで行う翻訳操作の例を紹介します。 

 

一太郎に文書を入力し、翻訳する文を選択します。

次に［コリャ英和！中国語V2 翻訳（対訳）］ボタン

をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

翻訳が開始され、翻訳中を示すダイアログが表示されます。 

 
 

 

 

1 
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終了すると、翻訳結果が表示されます。 

 

このように、一太郎の文書を簡単に翻訳することができます。 
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Adobe Acrobat／Adobe Reader で翻訳を行うには 

ここでは、Adobe Acrobat や Adobe Reader に翻訳機能を組み込んで翻訳する方法を説明します。 

 
●他の LogoVista 製品に含まれる Adobe Acrobat または Reader アドインとコリャ英和！中国語 V2 の Adobe Acrobat ま

たは Reader アドインを併用することはできません。コリャ英和！中国語 V2 のアドインを利用する場合は、他の LogoVista
製品に含まれるアドインを解除してください。 

●制限ユーザの場合、そのままではアドイン機能を利用できないことがあります。 
Adobe Acrobat または Reader アドインが機能するためには、コリャ英和！中国語 V2 のモジュールが Adobe Acrobat ま

たは Reader の［plug_ins］フォルダにコピーされる必要があります。この処理をコリャ英和！のアドイン設定機能が実行し

ています。 
制限ユーザの場合、システムドライブ（起動ディスク）の［Program Files］フォルダへの書き込み権限がありません。このた

め、Adobe AcrobatまたはReaderをシステムドライブの［Program Files］フォルダにインストールしている場合は、制限ユ

ーザの権限ではアドイン設定機能でアドインを設定できません。あらかじめ、管理者権限を持ったユーザでアドインを設定

しておく必要があります。 

Adobe Acrobat／Adobe Reader に翻訳機能を組み込むには 
翻訳機能を組み込む手順を説明します。 

 

［スタート］ボタン→［（すべての）プログラム］→［コリャ英和！中国語V2］→［設定ツール］→［アドイン設定］の順に選択しま

す。 

［アドイン設定］ダイアログボックスが開きます。 
 

［ Adobe Acrobat ア ド イ ン ］ ま た は ［ Adobe 

Reader アドイン］をONにし、ダイアログボックス

を閉じます。 
 

 

 

 

 

 

 

 
［Adobe Acrobat アドイン］または［Adobe Reader アドイン］を OFF にすると、翻訳機能を解除できます。 

Adobe Acrobat／Adobe Reader に組み込まれた翻訳機能 
翻訳機能が組み込まれた Adobe Acrobat／Adobe Reader では、翻訳機能のメニューおよびツールバーが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コリャ英和！中国語 Ver.2.0 メニュー 

翻訳機能のツールバー 

5 

1 
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ツールバーのコマンドの名称と機能................................................................  

Adobe Acrobat に組み込まれたコリャ英和！中国語 V2 ツールバー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Adobe Reader に組み込まれたコリャ英和！中国語 V2 ツールバー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的な翻訳操作 

訳文を別の PDF ファイルに出力..................................................................  
Adobe Acrobat をお使いのときは、PDF 全体のテキスト部分を翻訳し、レイアウトを保持したまま訳文を別の PDF ファイルに

出力できます。 

 

Adobe Acrobatで翻訳するPDFファイルを開き

ます。翻訳方向を設定します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

翻訳方向の選択 

翻訳スタイルの選択 

PDF 全体のテキストを取得して翻訳（全てのテキスト翻訳）

表示されているページのテキストを取得して翻訳（ページテキスト翻訳） 

選択されているテキストを取得して翻訳（選択範囲テキスト翻訳）

辞書ビューワ 

選択した中国語テキストの音声読み上げまたはピンイン表示 

サーチ翻訳

1 

翻訳方向の選択 

翻訳スタイルの選択 

PDF 全体のテキスト部分を翻訳し、レイアウトを保持したまま訳文を別の PDF ファイルに出力 

選択されているテキストを取得して

翻訳（選択範囲テキスト翻訳） 
選択した中国語テキストの音声読み上げまたはピンイン表示 

サーチ翻訳

辞書ビューワ

PDF 全体のテキストを取得して翻訳（全てのテキスト翻訳） 

表示されているページのテキストを取得して翻訳（ページテキスト翻訳） 
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必要に応じて翻訳スタイルを設定します。 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

［レイアウト翻訳］ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

出力先のファイル名を入力し、［保存］ボタンをクリ

ックします。 

 

PDF全体の翻訳が始まります。 
 

 

 

 

 

翻訳が正常に終了すると、メッセージが表示され

ます。確認して［OK］ボタンをクリックします。 

 

 

翻訳結果が表示されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように、レイアウトを保持して、訳文のPDFファイルを作成できます。 

2 

3 

4 

5 
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PDF のテキストを取得して訳文を表示 ...........................................................  
PDF から指定した範囲のテキストを取得して翻訳できます。翻訳対象とする範囲は、PDF 全体、表示されているページ、選

択したテキストのいずれかを指定できます。ここでは、Adobe Reader で表示されているページのテキストを翻訳する方法を紹

介します。Adobe Acrobat でも同様の操作で翻訳できます。 

 

 

Adobe Readerで翻訳するPDFファイルを開き

ます。翻訳方向を設定します。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要に応じて翻訳スタイルを設定します。 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

［ページテキスト翻訳］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

翻訳が開始されます。 

 

 

 

1 
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終了すると、Adobe Reader専用の［コリャ英和！2008 for Adobe Reader］が起動し、翻訳結果が表示されます。 

 

このように、PDFのテキストを簡単に翻訳でき 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 
 

［コリャ英和！2008 for Adobe Reader］では、、翻訳結果を保存できません。詳細はオンラインヘルプをご覧ください。 

 

 
Adobe Acrobat で翻訳する場合は、翻訳エディタが起動して訳文が表示されます。翻訳結果は、翻訳エディタの機能を

使って保存することができます。 

 

$ 翻訳エディタの詳細については、「第 7 章 翻訳エディタで翻訳するには」をご覧ください。 

 

制限事項 
翻訳アドインには、次のような制限事項があります。 

●翻訳が可能なのは本文だけです。しおりやサムネイル、注釈、署名、PDF フォームの入力文字列など、特殊な文字列は

翻訳の対象となりません。 

●セキュリティのかかったドキュメントに対してはいかなる処理も行うことができないため、翻訳を行うことはできません。 

●ヘッダ・フッタを含む文書やページをまたいだ文など、一部の文書において単語の区切りおよび翻訳が部分的に正常で

ないことがあります。 

●レイアウト翻訳の場合、PDF 文書のレイアウトや作成方法によっては、書式情報が完全に再現されないことがあります。 

●ドローツール（VISIO など）を用いた PDF 文書をレイアウト翻訳した場合には、特殊なテキスト描画が行われているため、

期待した翻訳結果が得られない ことがあります。 

●レイアウト翻訳後の使用フォントは、MS ゴシックに統一されます。（PDF 文書によっては埋め込みフォントが使用されてい

る可能性があるため。） 

●レイアウト翻訳において、翻訳結果が原文の長さを大きく超えてしまった場合には、文字が重なって表示されることがあり

ます。 

●レイアウト翻訳において、特殊な画像（Acrobat アイコン）などは再現されないことがあります。 

●レイアウト翻訳において、用紙の方向が 0 度、90 度以外に設定されている文書は翻訳を行うことはできません。 
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Memo 
 



 

 

 

Chapter 6 
 

 

 

 

 

 

 

 

その他の翻訳・入力機能を使うには 
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ファイル単位で翻訳するには－ファイル翻訳の使い方 
ファイル翻訳は、指定された原文ファイルを翻訳し、別の訳文ファイルを生成する翻訳アプレットです。テ

キストファイル、HTML ファイル、Word、Excel、PowerPoint の文書ファイルを翻訳することができます。 

ファイル翻訳で行える翻訳 
ファイル翻訳では、原文となるファイルを翻訳し、訳文を別のファイルに保存します。 

 一度に複数の原文ファイルを翻訳できます。 

 ファイルごとに、適用する翻訳方向、翻訳スタイルを設定できます。このため、タイプの異なるファイルを一括して翻訳

することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■ファイル翻訳の流れ 

翻訳できるファイル ...................................................................................  
ファイル翻訳では、次のファイルを翻訳できます。 

 テキストファイル 

 HTML ファイル（Web ブラウザで保存されたファイル、拡張子「htm」、「html」など） 

 Word 文書ファイル（拡張子「doc」、「docｘ」、「rtf」）※1 

 Excel 文書ファイル（拡張子「xls」、「ｘｌｓｘ」）※2 

 PowerPoint 文書ファイル（拡張子「ppt」、「ｐｐｔｘ」）※1 

 

※1 対応しているアプリケーションのバージョンは、2000／2002／2003／2007 です。 

※2  OS が Windows XP または Vista で、かつ Excel 2002／2003／2007 がインストールされている必要があります。 

翻訳されたファイル ...................................................................................  
翻訳結果は、それぞれに同じ種類（同じ拡張子）の別のファイルに書き出され、初期値では、元のファイルがあるフォルダと

同じフォルダに保存されます。 

 
 

1 

原文ファイル 

訳文ファイル 
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ファイル翻訳を起動するには 
ファイル翻訳は、次のいずれかの方法で起動することができます。 

 ［スタート］ボタン→［（すべての）プログラム］→［コリャ英和！中国語 Ver.2］→［翻訳ツール］→［ファイル翻訳］の順に

選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 デスクトップの［コリャ英和！中国語 V2 操作パネル］をダブルクリックして操作パネルを起動し、［ツール］ボタンから

［ファイル翻訳］を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ファイル翻訳］ウィンドウが表示されます。 

 

［ファイル翻訳］ウィンドウの各部の名称と機能 
［ファイル翻訳］ウィンドウの主な各部には、次の名称と機能があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［翻訳方向の選択］ボタン ［翻訳スタイルの選択］ボタン プログレストラッカー

翻訳状況の表示領域 

翻訳ファイルリスト 

［翻訳の開始/翻訳の中止］ボタン ［ファイルの追加］ボタン ［環境設定］ボタン
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［翻訳方向の選択］ボタン 

原文ファイルを追加したときに適用される翻訳方向が表示されます。何もしないと、最後に翻訳したときに使われた翻訳

方向が表示されます。変更するときは、クリックしてポップアップリストから目的の翻訳方向を選択します。 

［翻訳スタイルの選択］ボタン 

原文ファイルを追加したときに適用される翻訳スタイルが表示されます。何もしないと、最後に翻訳したときに使われた翻

訳スタイルが表示されます。変更するときは、クリックしてポップアップリストから目的の翻訳スタイルを選択します。 

翻訳状況表示領域 

ファイルの翻訳中に、以下の情報を表示します。 

プログレストラッカー 
翻訳の進行状況を表示します。翻訳が開始されると、左から右にバーが進み、進行状況を示します。 

残りのファイル数 
複数のファイルを翻訳するとき、まだ翻訳していないファイルの数を表示します。すべてのファイルを翻訳し終えると「0」に

なります。 

翻訳中 
翻訳中のファイル名を表示します。 

翻訳ファイルリスト 

原文ファイルを追加すると、このリストに表示されます。以下の情報が表示されます。 

ファイル名 翻訳方向 翻訳スタイル 

状態（未翻訳／翻訳待機中／翻訳中／翻訳済み） ファイルサイズ 

 

各行を右クリックすると、コンテキストメニューでそれぞれ翻訳方向や翻訳スタイルを変更できます。 

［翻訳の開始］ボタン 

翻訳ファイルリストに表示されているファイルの翻訳を開始します。翻訳中は［翻訳の中止］ボタンになり、クリックすると翻

訳を中止します。 

［ファイルの追加］ボタン 

翻訳ファイルリストにファイルを追加します。クリックすると、［ファイルを開く］ダイアログが表示されます。 

［環境設定］ボタン 

ファイル翻訳の環境を設定します。このボタンをクリックすると、［ファイル翻訳の環境設定］ダイアログが開きます。 

コンテキストメニュー 

ファイルリストの上でマウスの右ボタンをクリックすると、次のコンテキストメニューが表示されます。ファイルごとに翻訳方向

や翻訳スタイルを変更できます。また、リストから削除する際にもコンテキストメニューを使います。 
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翻訳を実行するには 

翻訳するファイルの登録 .............................................................................  
まず、翻訳する原文ファイルを［ファイル翻訳］ウィンドウのファイルリストに登録します。［ファイルの追加］ボタンで登録する

方法とドラッグ＆ドロップして登録する方法があります。 

［ファイルの追加］ボタンで登録する 

［ファイルの追加］ボタンをクリックします。 

 

 

［ファイルを開く］ダイアログが開きます。 
 

 

 

 

登録するファイルを選択し、［開く］ボタンをクリック

します。 
 

 

 

 

 

 

原文ファイルがリストに登録されます。 
 

 

 

 

 

 

ドラッグ＆ドロップして登録する 

Windows のエクスプローラで原文ファイルを選択し、［ファイル翻訳］ウィンドウにドラッグ＆ドロップします。これで、原文ファ

イルがリストに登録されます。複数のファイルを一度ににドラッグ＆ドロップして登録することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドラッグ＆ドロップ 

1 

2 

3 
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翻訳方向の変更......................................................................................  
ファイルリストに登録した原文ファイルの個別の翻訳方向は、コンテキストメニューで個々に変更します。例えば、日本語から

簡体字の中国語に翻訳するときは、対象の原文ファイルを選択し、右クリックして開くメニューから［翻訳方向］→［日本語か

ら］→［中国語（簡体字）］を選択します。 

 

翻訳スタイルの変更..................................................................................  
ファイルリストに登録した原文ファイルの個別の翻訳スタイルは、コンテキストメニューで個々に変更します。例えば、「一般」

から「コンピュータ・IT」に変更するときは、対象の原文ファイルを選択し、右クリックして開くメニューから［翻訳スタイル］→［コ

ンピュータ・IT］を選択します。 

 

翻訳の実行............................................................................................  
翻訳方向や翻訳スタイルが設定できたら、［翻訳の開始］ボタンで翻訳を開始します。 

 

［翻訳の開始］ボタンをクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

先頭のファイルから翻訳が実行されます。翻訳中

は、プログレストラッカーが伸び、［状態］の列に

「翻訳中」と表示されます。 
  

 

 

 

翻訳された訳文ファイルは、初期値では、原文ファイルと同じフォルダに生成されています。 
 

1 

2 
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ファイル翻訳の環境を設定するには 
ファイル翻訳の動作を変更したり、翻訳対象の HTML ファイルを指定したりすることができます。ファイル翻訳の環境設定は、

［ファイル翻訳］ウィンドウの［環境設定］ボタンをクリックするか、［オプション］メニューから［ファイル翻訳の環境設定］を選択

し、［ファイル翻訳の環境設定］ダイアログを表示させて行います。 

ファイル翻訳の動作を設定する－［全般］タブ ...................................................  
［ファイル翻訳の環境設定］ダイアログの［全般］タブでは、以下の設定を行い、ファイル翻訳の動作を変更することができま

す。 

 

［リストに登録後、すぐに翻訳する］ 

翻訳ファイルリストに原文ファイルを追加すると、すぐに翻訳を開始します。翻訳方向と翻訳スタイルは、［ファイル翻訳］ダ

イアログの［翻訳方向の選択］ボタンおよび［翻訳スタイルの選択］ボタンで設定されているものが適用されます。初期値で

は、このチェックボックスはオフになっています。 

［翻訳終了時に翻訳結果ファイルを開く］ 

翻訳が終了すると、翻訳結果のファイル形式に従ってアプリケーションソフトを起動し、翻訳結果を表示します。初期値で

は、このチェックボックスはオフになっています。 

［指定したフォルダに翻訳結果ファイルを保存する］  

チェックボックスがオンになっていると、翻訳結果のファイルまたはフォルダが保存先指定ボックスに入力したフォルダに

保存されます。オフになっていると、訳文ファイルが原文ファイルと同じフォルダに保存されます。初期値では、このチェッ

クボックスはオフになっています。 

［保存先指定］ボックス 
訳文ファイルを保存するフォルダを指定します。 

［フォルダの参照］ボタン 
クリックすると［フォルダの参照］ダイアログが表示されます。保存したいフォルダを選択して［OK］ボタンをクリックすると、

そのフォルダのディレクトリが［保存先指定］ボックスに入力されます。 

［初期値に戻す］ボタン 
クリックすると、保存先が My Documents に戻ります。 
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翻訳対象の HTML ファイルを指定する－［HTML ファイル］タブ ..........................  
ファイル翻訳が翻訳する HTML ファイルの拡張子を登録しておくと、これを基準にファイルを識別し、HTML ファイルであ

った場合、自動的にタグを正しく処理して翻訳を行います。［HTML ファイル］タブでは、このため拡張子の追加登録または

削除を行うことができます。 

 

拡張子の追加と削除 

拡張子を追加する場合は、［追加］ボタンをクリックします。新しい項目が作成され、［拡張子］入力ボックスが表示されます

ので、キーボードから拡張子を入力して登録します。 

 

拡張子を削除する場合は、対象の拡張子を選択してから［削除］ボタンをクリックします。 

エラー時の処理方法を変更するには－［エラー処理］タブ .....................................  
翻訳を行っているときに起きたエラーの処理方法を設定します。 

 

［エラーが起きたとき］ 

［翻訳済みの文まで書き込む］ 
エラー発生時以前に翻訳を終了していた文までを保存先のファイルに書き込みます。オフにすると、翻訳済みの文は保

存されません。初期値では、このチェックボックスがオンになっています。 
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［エラーメッセージを結果ファイルに追加する］ 
エラーの内容を保存先のファイルに書き込みます。このタブは、［翻訳済みの文まで書き込む］チェックボックスがオンに

なっているときに有効です。初期値では、このチェックボックスがオンになっています。 

［表示するエラー］  

［警告メッセージを表示する］ 
エラーが発生したときにダイアログを開き、警告メッセージを表示します。初期値では、このチェックボックスがオンになっ

ています。 

翻訳方向と翻訳スタイルを設定するには－［翻訳方向と翻訳スタイル］タブ ...............  
原文ファイルを追加したとき、デフォルトで適用される翻訳方向と翻訳スタイルを設定します。 

 

 

［翻訳方向］  

デフォルトの翻訳方向が表示されます。クリックするとリストから別の翻訳方向を選択して変更できます。 

［使用する翻訳スタイル］  

原文ファイルを追加したときにデフォルトで適用される翻訳スタイルが表示されます。クリックするとリストから別の翻訳スタ

イルを選択して変更できます。 
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WindowsMessenger 翻訳で会話するには 

WindowsMessenger 翻訳は、Windows Messenger で会話を行う際に、会話内容を翻訳して送受信するアプレットです。

Windows Messenger 4.6～5.1 を利用するときに使用できます。 

 
Windows Vista には Windows Messenger は付属していません。      

 

   

■WindowsMessenger 翻訳による会話の様子（左：［WindowsMessenger 翻訳］ウィンドウ、右：Windows Messenger）  

WindowsMessenger 翻訳について 

WindowsMessenger 翻訳を起動するには ................................................  
WindowsMessenger 翻訳は、［スタート］ボタン→［すべてのプログラム］→［コリャ英和！中国語 Ver.2］→［翻訳ツール］→

［WindowsMessenger 翻訳］の順に選択して起動することができます。 

 
起動すると、次の［WindowsMessenger 翻訳］ウィンドウが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受信ログボックス 

送信テキストボックス 

［送信］ボタン 

2 
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［WindowsMessenger 翻訳］ウィンドウの各部の名称と機能 ...........................  

［翻訳方向の選択/翻訳スタイルの選択］ボタン  

クリックして開くプルダウンメニューで、翻訳方向と翻訳スタイルの切り替えを行います。翻訳スタイルを編集することもでき

ます。 

［翻訳］ボタン  
送信テキストボックスに入力されたテキストを翻訳します。送信はしません。 

［翻訳して送信］ボタン  
送信テキストボックスに入力されたテキストを翻訳して送信します。 

［そのまま送信］ボタン  
送信テキストボックスに入力されたテキストを翻訳せずに送信します。 

受信ログボックス 

会話のやりとりを表示します。送信されてきた会話内容は翻訳され、原文と訳文が表示されます。 

送信テキストボックス 

送信したい会話の内容を入力します。キーボードから直接入力できます。 

［送信］ボタン 

送信テキストボックスに入力されたテキストを翻訳して送信します。（［翻訳して送信］ボタンと同じです。） 

WindowsMessenger 翻訳の使い方 
WindowsMessenger 翻訳の基本的な使い方を紹介します。Windows Messenger で会話が成立している状態で操作する方

法を紹介します。 

$ Windows Messenger の使い方については、Windows のマニュアルなどをご覧ください。 

［WindowsMessenger 翻訳］ウィンドウの送信テキストボックスに会話内容を入力して、［送信］ボタンをクリックします。 

翻訳されて送信されます。結果は、Windows Messenger の［会話］ウィンドウで確認することができます。 
   

1 
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相手先では、次の図のように翻訳されたメッセージが届いています。 

 
 

［WindowsMessenger翻訳］ウィンドウの受信ロ

グボックスには送信した原文と訳文が表示されま

す。続けてメッセージを入力し、送信することもで

きます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

相手からメッセージ（この例では簡体字の中国語のメッセージ）が届いた場合、Windows Messenger のウィンドウに原文

でメッセージが届きます（左図）。同時に、［WindowsMessenger 翻訳］ウィンドウの受信ログボックスには、送られてきた

原文と翻訳された訳文が表示されます（右図）。 

       

このように、簡単に翻訳した会話を楽しむことができます。 

$ その他の WindowsMessenger 翻訳の機能については、オンラインヘルプをご覧ください。 

2 
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翻訳エディタについて 
翻訳エディタでは、入力した原文の訳や翻訳結果の書き出し、印刷をはじめとして、原文や訳文の編集、

翻訳方法の変更、辞書引き、ユーザ辞書への語句の登録などが行えます。この章では、翻訳エディタの

主な機能や、よりよい翻訳結果を得るためのコツを、実際の翻訳例に添って説明します。 

翻訳エディタを起動するには 
 ［スタート］ボタン→［（すべて）のプログラム］→［コリャ英和！中国語 Ver.2］→［翻訳エディタ］の順に選択します。 

 
 

 デスクトップの［コリャ英和！中国語 V2 操作パネル］をダブルクリックして［コリャ英和！中国語 V2 操作パネル］を起

動し、［ツール］ボタンから［翻訳エディタ］を選択します。 

 
 

［翻訳エディタ］ウィンドウが表示されます。 

  
 

 

 

 

 

1 
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翻訳エディタの名称と機能 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メインメニュー..........................................................................................  
翻訳エディタのコマンドがメニュー形式でまとめられています。操作方法は、一般的な Windows のアプリケーションと同じで

す。メニュー項目をクリックすると、プルダウンメニューが表示され、その中から実行するコマンドを選択します。 

 

■プルダウンメニューの例（［ファイル］メニュー） 

$ メインメニューのコマンドについてはオンラインヘルプをご覧ください。 

ツールバー .............................................................................................  
よく使用する翻訳エディタのコマンドがボタンの形式でまとめられています。クリックすると、実行できます。 

 

メインメニュー 

ツールバー 

文書ウィンドウ 
文書ウィンドウの表示エリア

原文ボックス 

訳文ボックス 

ステータスバー 

確認翻訳表示エリア 
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［翻訳方向］ボタン 

翻訳方向の選択と翻訳スタイルの選択を行います。クリックすると、リストが表示されます。 

 

［新規作成］ボタン 

新しい文書を開き、空の文書ウィンドウを表示します。 

［開く］ボタン 

すでに保存してある翻訳エディタ専用の文書ファイル（拡張子「.kcｊ」）のほか、以下のファイルを開くことができます。 

 テキストファイル（拡張子「.txt」） 

 HTML ファイル（Web ブラウザで保存されたファイル、拡張子「.htm」「.html」など） 

 Word の文書ファイル（拡張子「.doc」「.docｘ」） 

 リッチテキスト形式のファイル（拡張子「.rtf」） 

 
●HTML ファイル、Word の文書ファイルやリッチテキスト形式のファイルを読み込んだときは、フォントやスタイルなどの

書式情報は失われます。 

●読み込めるファイルのサイズは、約 4MB（30,000 文程度）までです。 

●Word の文書ファイル、リッチテキストファイルを読み込むためには、Word 2000/2002/2003/2007 のいずれかが必要

です。 

 

［表示形式］ボタン 

文書ウィンドウの表示形式を変更します。左右対訳表示、上下対訳表示、原文のみ表示、訳文のみ表示のいずれかを選

択できます。 

 

［文字］ボタン 

文書ウィンドウに表示する文字サイズやフォントを変更します。クリックすると、リストが表示されます。［文字サイズを大きく］

［文字サイズを小さく］［文字サイズのリセット］では、原文ボックス、訳文ボックス、確認翻訳表示エリアすべての文字サイズ

を同時に変更します。［フォントの設定］では、言語ごとにフォントと文字サイズを指定できます。 
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［全翻訳］ボタン 

原文ボックスのすべての未翻訳の原文を翻訳し、訳文ボックスに訳文を表示します。すでに翻訳済みであっても、翻訳後

に原文が編集されている場合は、その原文も翻訳対象にします。 

［翻訳］ボタン 

ポインタが置かれている原文、または選択されている複数の原文を翻訳し、訳文を訳文ボックスに表示します。 

［翻訳中止］ボタン 

実行中の翻訳を中止します。 

［確認翻訳］ボタン 

ポインタが置かれている訳文をもとの言語へ逆方向で再翻訳します。このボタンをクリックして実行すると、確認翻訳表示

エリアが開き、翻訳結果が表示されます。日中翻訳などで正しく翻訳されているかを検証したいときなどに使用します。 

［辞書引き］ボタン 

選択された語句を翻訳辞書で辞書引きします。 

［Web 検索］ボタン 

文書ウィンドウで選択した語句をキーワードに、Google または Yahoo！で Web サイトを検索します。［サーチ翻訳］を選択

すると、選択した語句の訳語で Web サイトを検索し、検索結果を日本語で表示します。 

 

［音声］ボタン 

選択された中国語テキストの音声読み上げ、またはピンイン表示を実行します。 

 
 

●音声が聞こえないときは、Windows の［Volume Control］パネルの音量を確認してください。 

 

 

文書ウィンドウ .........................................................................................  
翻訳エディタでは、原文と訳文を含む文章のセットを 1 つの文書として扱います。［翻訳エディタ］ウィンドウには、文書ウィン

ドウで表示されます。 

 

文書と文書ファイル 

文書には、原文や訳文以外に、翻訳方向、翻訳に使用した辞書、翻訳のしかたに関する情報などが含まれます。これら

の情報は、翻訳エディタ専用の文書ファイル（拡張子「.kｃｊ」）に保存できます。翻訳エディタでは複数の文書を開くことが

できます。 
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原文ボックス 

翻訳元のテキストを入力するボックスです。翻訳エディタはこのボックスにあるテキストを翻訳します。原文ボックスには、次

のいずれかの方法でテキストを入力できます。 

 キーボードから直接入力する 

 ファイルに保存されたテキストを読み込む 

 アプリケーション上から、テキストをコピー＆貼り付け、またはドラッグ＆ドロップする 

 OCR ソフトでテキストファイルに保存されたテキストを読み込む 

原文ボックスのテキストは［編集］メニューのコマンドやキーボードを使って編集することができます。 

 

●日本語の文は、句点・疑問符・感嘆符で終わるのが原則です。 
全角の句点（。）・疑問符（？）・感嘆符（！）で文の区切りとします。これらの後に括弧が続いても構いません。  

●中国語の文は、句点、疑問符、感嘆符で終わるのが原則です。 
全角の句点（。）、全角または半角の疑問符（？／?）・感嘆符（！／!）で文の区切りとします。 

●2 つ以上の改行コードは文末と認識します。 
見出しや箇条書きのように句読点を含まない文の場合は、次の文とつながらないように、改行を 2 つ以上入れます。 

 

訳文ボックス 

翻訳された訳文が表示されます。1 文ごとに原文に対応する形で表示されます。訳文ボックスのテキストは［編集］メニュ

ーのコマンドやキーボードから直接入力して編集することができます。 

文書ウィンドウの表示エリア 

初期状態の翻訳エディタでは、文書ウィンドウは最大化され、［翻訳エディタ］ウィンドウと一体化しています。文書ウィンド

ウを複数表示させたり、最小化したときは、このエリアの中に文書ウィンドウが表示されます。これは複数文書を扱える一

般的な Windows のアプリケーションと同じです。 

 

確認翻訳表示エリア .................................................................................  
［翻訳］メニューの［確認翻訳］コマンド、またはツールバーの［確認翻訳］ボタンで表示／非表示が切り替わります。日本

語から中国語へ翻訳する場合には、自動的に表示されるように初期設定されています（自動表示しないように、オプショ

ンを変更できます）。 

選択またはカーソルが置かれている文の訳文を原文の言語に翻訳し、その結果を表示します。複数の文が選択されてい

るときは、選択されているすべての文の確認翻訳結果が表示されます。 

 

ステータスバー ........................................................................................  
コマンドボタンの説明や、現在行われている作業の内容（待機中、翻訳中など）、ポインタが置かれている場所（原文か訳文

か、行数）を表示します。また、選択されている翻訳方向や翻訳スタイルも表示されます。 

 

■［確認翻訳］ボタンにマウスカーソルが置かれている例 

 

 

ステータスバー 
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基本的な翻訳 
翻訳エディタは、原文ボックスに入力された原文を翻訳し、訳文ボックスに訳文を訳出します。1 文ごとに翻訳し、対応する

訳文を表示します。左右対訳形式で表示されますので、訳出後は、原文と訳文を比較対照して検討し、正しい訳文になっ

ているかを検証することもできます。また、辞書にはない語句をユーザ辞書に登録して再翻訳したり、別訳語を一覧表示さ

せて訳語を置換したりすることができます。このように、1 文ごとに丁寧に訳文を仕上げていくときに効果を発揮する翻訳アプ

レットです。ここでは、翻訳エディタによる基本的な翻訳方法を紹介します。 

原文を入力する .......................................................................................  
原文ボックスに原文を入力します。入力方法については、「翻訳エディタの名称と機能」の「文書ウィンドウ」をご覧ください。

ここでは、テキストファイルを読み込む例を紹介します。 

 

翻訳エディタを起動し、［開く］ボタンをクリックしま

す。 

［ファイルを開く］ダイアログボックスが表示されま

す。 
 

 

テキストファイルを選択して、［開く］ボタンをクリッ

クします。 

 

［文書のプロパティ］ダイアログボックスが表示さ

れます。 
 

 

 

 

使用する翻訳方向や翻訳スタイルを選択したり、

文字コードを変更することができます。ここでは、

このまま［OK］ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

テキストが原文ボックスに読み込まれます。これで翻訳できるようになります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 
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翻訳する ...............................................................................................  
翻訳エディタでは、原文ボックスに入力された原文すべてを一度に翻訳する「すべて翻訳」と、ポインタを置いた 1 文だけを

翻訳する「選択文翻訳」のどちらかで翻訳できます。 

 

［選択文翻訳］コマンドで翻訳してみましょう。1行

目の原文にポインタを置き、［翻訳］ボタンをクリッ

クします。 
 

 

 

 

 

1行目の文が翻訳され、訳文ボックスの1行目に

訳文が表示されます。このように［選択文翻訳］で

は、1文ごとに翻訳を実行します。 
 

 

 

 

 

 

残りの文を［すべて翻訳］コマンドで翻訳してみま

しょう。［全翻訳］ボタンをクリックします。 
 

 

 

 

 

 

未翻訳のすべての原文が翻訳され、訳文ボックス

のそれぞれの行に訳文が表示されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●［選択文翻訳］コマンドは、翻訳・未翻訳に関わらず、ポインタが置かれている行または選択している複数の行の原文を

翻訳します。 

●［すべて翻訳］コマンドは、未翻訳のすべての原文を頭の行から順次翻訳します。 

 
「未翻訳の原文」には、翻訳後、原文を編集した場合、その原文も「未翻訳」として扱われます。 

1 

2 
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翻訳結果を検討するには 
翻訳エディタには、原文と訳文の対応する単語を表示したり、別訳語を選んだり、Web で他の実例を調

べたりする機能が用意されています。これらの機能を使って翻訳結果を検討し、訳文を改良できます。  

対応する語句を表示して検討する 
翻訳後、原文または訳文のひとつの語句をクリックすると、対応する語句が赤で強調表示されます。 

原語と訳語の対応を明確にすることで、訳文をより検討しやすくなります。 

 

 
 

 

 

確認翻訳で翻訳結果を検証する 
確認翻訳では、訳文を原文の言語に翻訳しなおし、その結果を確認翻訳表示エリアに表示します。確認翻訳の結果と原文

を比較して内容的にほぼ同じであれば、訳文が適切だと判断できます。 

日本語から中国語に翻訳するときは、確認翻訳表示エリアは自動的に表示されます。中国語から日本語に翻訳するときは、

［確認翻訳］ボタンで表示／非表示を切り換えます。 

ここでは、日本語から中国語（簡体字）に翻訳する場合で説明します。 

 

［翻訳方向］ボタンをクリックして表示されるプルダ

ウンメニューから［日本語から中国語（簡体字）

へ］をクリックします。 

 

翻訳方向が変更され、確認翻訳表示エリアが自

動的に表示されます。 

 

 

 

 

 
 

1 

2 

選択した語句 対応する語句
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原文の日本語を入力し、［翻訳］ボタンをクリックし

ます。 

 

翻訳が始まります。 

 

 

 
 

 

 

 

訳文が表示され、少し遅れて確認翻訳の結果が表示されます。 

 
原文と確認翻訳の結果を比較することで、原文の意味がきちんと訳されているか推測できます。 

 

● 複数の文を選択すると、それらの文の確認翻訳の結果が同時に表示されます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 
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Web 検索で実例と比較する 
訳文で使われた語句が、実際にどのように使われているか確認したいとき、Web でその語句を検索して用例を確認できます。

［原文ボックス］または［訳文ボックス］で選択した語句を、Google や Yahoo!で検索できます。 

 

［原文ボックス］または［訳文ボックス］で検索する

語句を選択します。 

［検索］ボタンをクリックして、表示されるプルダウ

ンメニューから検索サイトを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 
 

選択した検索サイトで語句が検索され、ブラウザ

に結果が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 
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訳文をよりよくするには 
別訳語を選択したり、うまく翻訳されない語句をユーザ辞書に登録することで、訳文を改良していくことが

できます。 
 

別訳語に置き換えるには 
ひとつの語句に対して複数の訳語がある場合、訳語を別の候補に置き換えることができます。 

 

別の訳語にしたい語句の上にマウスカーソルを

置き、右クリックします。表示されるコンテキストメ

ニューから［別訳語（L）］を選択し、サブメニューか

ら置き換えたい別訳語を選択します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

語句が選択した別訳語に入れ替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

● 原文の語句の上で右クリックして、別訳語を選択することもできます。 
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専門辞書を使って翻訳するには 
コンピュータや医学など、専門用語を多く使う分野の翻訳では、専門用語を登録した辞書を使用することでより適格な訳文

が得られるようになります。コリャ英和！中国語 V2 では、翻訳スタイルを切り替えることにより、使用する専門辞書を変更でき

ます。 

 

まず、一般のスタイルで次の日本語を翻訳してみ

ます。 

 

原文ボックスに「ハードディスクにデータをバック

アップします。」と入力し、［選択文翻訳］をクリック

します。 

翻訳結果が表示されます。 

 
 

 

 

次に、翻訳スタイルを変更します。［翻訳方向］ボ

タンをクリックして、表示されるメニューから［コン

ピュータ・IT］を選択します。 

翻訳スタイルが変更され、コンピュータ・ITの専門

辞書が翻訳に使われるようになります。 

 

 
 

再度、同じ文を翻訳します。 

原文ボックスに「ハードディスクにデータをバック

アップします。」と入力し、［選択文翻訳］をクリック

します。 

 

翻訳結果が表示されます。 
 

 

二つの訳文を選択し、確認翻訳表示エリアの内

容を検討してみます。 

［コンピュータ・IT］の専門辞書が使われている二

つ目の文が、より適切であることがわかります。 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

1 
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3 
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ユーザ辞書に語句を登録する  
コリャ英和！中国語 V2 には、各翻訳スタイルごとにユーザ辞書が用意されています。固有名詞など、システム辞書に登録さ

れていない語句をユーザ辞書に登録することで、より正確な翻訳結果が得られます 

 

"メルヴィル" を選択して、［辞書・検索］メニューか

ら［ユーザ辞書に登録］をクリックし、表示されるメ

ニューから登録先のユーザ辞書を選択します。 

［ユーザ辞書エディタ］が起動し、［ユーザ辞書編

集］ダイアログボックスが表示されます。 

 

原語（この例では日本語）を入力します。漢字の

欄には、選択した"メルヴィル"が自動的に入力さ

れますが、ここでは漢字の欄を削除して空欄にし、

"メルヴィル"をかな・カナの欄に入力しなおしま

す。 

［新規］ボタンをクリックします。 

 

 

 
 

 

 

 

訳語を入力します。ここでは品詞として名詞を選

択し、訳語に「麦尓维尓」と入力し、［OK］ボタンを

クリックします。これで「メルヴィル」の訳語として

「麦尓维尓」が登録されました。 

 

 

 

 

 

 

［OK］ボタンをクリックして、登録を終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

同じ原語に対して複数の訳語があるときは、［ユーザ］辞書編集ウィンドウで［新規］ボタンをクリックして。新たな訳語を登

録できます。 

 

1 

3 

2 
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登録した語句が［ユーザ辞書］ウィンドウに表示さ

れます 
 

 

 

 

 

 

 

 

再度翻訳すると、以前はローマ字で約出されていたメルヴィルが翻訳されます。１行目はユーザ辞書に登録しないで翻訳し

た場合、２行目は登録後の場合です。このように、ユーザ辞書を活用すると、より正確に翻訳できるようになります。 

 
 

5 
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簡体字と繁体字を変換する 
簡体字のテキストを繁体字に、または繁体字のテキストを簡体字に変換できます。 
例えばふだん、主に簡体字－日本語の翻訳をしていると、簡体字のユーザ辞書が充実します。このよう

なユーザが繁体字－日本語の翻訳をする場合、繁体字を簡体字に変換してから日本語に翻訳したり、

日本語を簡体字に翻訳し訳文を繁体字に変換した方が、より正確な翻訳結果を得られる場合がありま

す。 
 
ここでは、原文ボックスの繁体字テキストを簡体字に変換する例で説明します。簡体字を繁体字に変換する場合や、訳文ボ

ックスのテキストを変換する場合も、操作のしかたは同じです。 

 

変換するテキストを選択し、［翻訳］メニューから

［繁体字を簡体字へ変換］コマンドを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択した繁体字テキストが簡体字に変換されます。 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
簡体字と繁体字を変換すると、漢字が置き換えられるだけでなく、一部の単語が別の単語に変換されることもあります。こ

れは、簡体字が使われている中国と、繁体字が主に使われている台湾では、使われている言葉が多少異なるためです。 
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翻訳結果を保存する 
翻訳結果は翻訳エディタ専用の文書ファイルに保存できます。文書ファイルには、原文と訳文のほか、翻

訳方向や翻訳スタイルなどの情報も記録されます。 
テキスト形式のファイルに書き出したり、メールソフトに転送して添付ファイルにすることもできます。 
 

文書ファイルに保存する 
翻訳結果を翻訳エディタ専用の文書ファイルに保存します。 

 

［ファイル］メニューから［名前を付けて保存］コマ

ンドを選択します。 

 

 

 

［ファイル名を付けて保存］ダイアログボックスが

表示されます。 
 

必要に応じて、保存先のフォルダに移動し、ファイ

ル名を入力して［保存］ボタンをクリックします。 

 

 

これで文書ファイルに保存できます。 
 

 

 

 
すでに保存してある文書ファイルに上書き保存するときは、［上書き保存］コマンドか［保存］ボタンを使います。まだ保存し

たことがない文書の場合は、［ファイル名を付けて保存］ダイアログボックスが表示されます。 

 

テキストファイルに書き出す  
テキストファイルには、次のいずれかの形式で保存できます。 

 原文のみ 

 訳文のみ 

 左右対訳 

 上下対訳 

ここでは「訳文のみ」で保存してみましょう。 
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［ファイル］メニューから［テキストの書き出し］を選

択し、サブメニューから［訳文のみ］を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ファイルに書き出し］ダイアログボックスが表示さ

れます。 
 

必要に応じて、保存先のフォルダに移動し、ファイ

ル名を入力して［保存］ボタンをクリックします。 

 

 

これでテキストファイルに書き出すことができま

す。 

 

 

 

 

テキストファイルをメールソフトに転送する  
MAPI 方式に対応したメールソフト（OutlookExpress など）をお使いのとき、翻訳結果を Unicode 形式のテキストファイルに保

存し、添付ファイルとしてメールソフトに転送できます。 

テキストファイルの保存と同様に、原文のみ、訳文のみ、左右対訳、上下対訳のいずれかの形式を選択できます。 

 

［ファイル］メニューから［テキスト送信］を選択し、

サブメニューからファイルの形式を選択します。 
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選択した形式でテキストファイルが保存され、添付ファイルとしてメールソフトに転送されます。 

メールソフトが起動し、テキストファイルが添付された新規メールのウィンドウが表示されます。 
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翻訳結果を印刷する 
翻訳エディタでは「左右対訳」形式または「訳文表示」で印刷できます。最初に［左右対訳］ボタン、または

［訳文表示］ボタンをクリックして、印刷する表示形式を決めておきます。 
 

プリンタの設定  
始めに印刷するプリンタや用紙サイズ、用紙の向きなどの設定を行います。 

 

［ファイル］メニューから［プリンタの設定］を選択し

ます。 

 

［プリンタの設定］ダイアログボックスが開きます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

印刷するプリンタや用紙サイズ、用紙の向きなど

を設定し、［OK］ボタンをクリックします。 
 

 

 

 

 
ご使用のプリンタによって、ダイアログの

内容は異なります。 

 

印刷される状態の確認 ..............................................................................  
印刷される状態を確認することができます。 

 

［ファイル］メニューから［印刷プレビュー］を選択し

ます。 

 

 

プレビュー画面に変わり、印刷される様子が表示

されます。 
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確認できたら、［閉じる］ボタンでプレビュー画面を

閉じます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

印刷の実行  
プリンタを設定し、プレビューで印刷結果を確認できたら、印刷を実行します。 

 

［ファイル］メニューから［印刷］コマンドを選択しま

す。 

 

 

［印刷］ダイアログボックスが表示されます。 

 

 
 

 
ご使用のプリンタによって、ダイアログの

内容は異なります。 

 
 

 

印刷部数などを設定し、［OK］ボタンをクリックし

て印刷を実行します。 
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Memo 
 




